
⚫ ILSに参加する大手企業は製造業が多く、重点領域となる高度な要素技術が必要な分野の
スタートアップは商談数が多い。
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■スタートアップの分野別平均商談数

スタートアップの分野
1社あたりの平
均商談件数

スタートアップ
の参加社数

1 再生可能エネルギー / 環境 / 脱炭素/スマートグリッド 7.6 53

2 化学 / 材料 7.4 29

3 デジタルヘルス / 介護 / 予防医療 7.0 45

4 半導体 / 電子部品 / 電池 / フォトニクス 5.9 32

5 VR / AR / MR 5.7 24

6 ロボット / モビリティー / ウェアラブルデバイス / スマートデバイス 5.4 71

7 人工知能 / ビッグデータ / ブロックチェーン 5.2 97

8 センシング / 通信 / 5G･6G / IoT / M2M 5.0 38

9 不動産 / 建設 / 土木 / スマートホーム / スマートシティ 4.5 17

10 バイオテック / 代替肉 / Agri Tech / Food Tech / 養殖 4.5 38

11 BI / クラウドコンピューティング / マーケティング / O2O 4.2 21

12 リテール / ロジスティクス 4.2 14

13 金融 / 保険 / 仮想通貨 / サイバーセキュリティ 3.4 17

14 創薬 / 医療機器 / 遠隔医療 / 再生医療 3.3 43

重点領域 <スタートアップの業種別平均商談数ランキング（前回実績）>

重
点
領
域
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量子コンピュータ・次世代コンピュータ

再生医療・iPS・人工臓器・3Dバイオプリンティング
遺伝子・ゲノム

家庭用ロボット

スマート家電

BI・マーケティングオートメーション

ロケット・小型衛星・宇宙技術

SNS・ゲーム・ゲーミフィケーション

NFC・RFID・QRコード・カラーコード

代替肉・植物肉・品種改良
スマートグリット・アグリゲータ

3D画像・立体画像・ホログラフ

3Dプリンター

シェアサービス

ドローン

５G・６G

食品調理・保存・流通･農業生産管理

フォトニクス・レーザー

創薬・新薬

サイバーセキュリティー・暗号技術・生体認証

メンタルケア
コネクテッドカー・自動運転

バイオレディメーション・微生物・土壌再生

画像処理

スマートオフィス・バックオフィスツール

養殖･農水産加工・植物工場

AdTech・EdTech・HR Tech

EV・電気自動車

位置情報・GPS オムニチャネル・O2O・行動ターゲティング

AI (音声認識など)

決済・FinTech・仮想通貨

AI (自然言語処理など)

機能性食品・次世代機能性農林水産物

AI (制御技術)

半導体・LSI・SoC

VR･AR･MR

サプライチェーン・ロジスティクス

モビリティー

医療機器・遠隔医療

産業用ロボット

バイタルセンシング

ブロックチェーン・Web3・メタバース

AI (最適化・推論)

センサ・MEMS

予防医療

再生可能エネルギー

ウェアラブルデバイス・スマートデバイス

電池・蓄電・バイオマス

AI (画像認識・画像解析)

デジタルヘルス

高機能素材

脱炭素
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スタートアップ
の供給過多

大手企業の
需要過多

需
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ン
ス※

パワーマッチング商談数

⚫ 重点領域は、大手企業の需要過多なのでスタートアップは多くの大企業との商談を期待できる。
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重点領域 <スタートアップ×大手企業の需給バランス（前回実績）>

重点領域

※需給バランス＝その分野に興味を持つ大企業数÷ その分野に強みを持つスタートアップ数

（倍）

（件）
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